
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅤＡ 平成１８年度 林  浩士 ５ 前期 １ 選 

 

[授業の目標］ニュース記事と写真を題材とする英文テキストに沿って英語表現を学習すると同時に、社会、経済、文化などに関する

情報に広く目を向けて話題を蓄積し、技術者として必要なコミュニケーション能力を向上させることを目的とする。 

[授業の内容］ 全ての週の内容は、学習・教育目標(Ａ)＜視野＞
(Ｃ)＜英語＞および JABEE基準 1(1)(f)の項目に相当する 
第１週 Introduction（ガイダンス：効果的な学習の進め方） 
第２週 Unit 1: Able 題材：パラリンピックの現状 
          語法：受動態の用法 
第３週 Unit 2: Rich 題材：チョコレート生産の歴史 
          語法：比較 / 関係詞 
第４週 Unit 3: Afraid 題材：死刑制度の是非 
           語法：関係詞 / 動名詞 / to不定詞 
第５週 Unit 4: Tall 題材：身長に関する研究 
          語法：現在完了形 / 過去完了形 / 助動詞 
第６週 Unit 5: Pure 題材：水と環境 
          語法：名詞節 
第７週 Unit 6: Warm 題材：地球温暖化 
           語法：前置詞 / 接続詞 

第８週 前半のまとめテスト（中間試験） 

 
第９週 Unit 7: Talkative 題材：言葉とコミュニケーション 
             語法：副詞節 
第１０週 Unit 8: Hairy 題材：ファッションの社会学 
            語法：現在完了形 / 過去完了形 
第１１週 Unit 9: Strong 題材：スポーツにおける女性の躍進
            語法：前置詞（位置関係、方向） 
第１２週 Unit 10: Harmful 題材：昆虫と地球環境 
              語法：加算・不可算 / 最上級 
第１３週 Unit 11: Merry 題材：クリスマスにまつわる歴史 
             語法：S-V-O-Oの文をつくる動詞 
第１４週 Unit 12: Famous 題材：サッカーの歴史 
             語法：to不定詞 / 分詞 
第１５週 後半のまとめ 

[この授業で習得すべき[知識・能力］] 

1. 各ユニットで取り上げられる英文記事の概要を理解できる。 

(Ａ)＜視野＞、Ｃ＜英語＞
2. 各ユニットで取り上げられる英文記事を適切な語彙を選んで 

要約、または部分的に rewrite できる。     Ｃ＜英語＞ 

3. 各ユニットの内容に関する英問に対して、適切な表現で答える

ことができる。                Ｃ＜英語＞

4. 各ユニットに出てくる単語・熟語の意味および慣用表現が理解

できる。                            Ｃ＜英語＞

5. 各ユニットに含まれる語法、英語表現のいくつかを応用して 

適切な英語表現ができる。              Ｃ＜英語＞

6. 既習の英文を、内容が伝わる程度に朗読できる。  

Ｃ＜英語＞

 

［注意事項］ 単位制を前提として、自主的学習成果を学力診断小テストなどで授業時に確認することがあるので、付属の CD-ROM を

活用し計画的に自主学習を進めるよう努力すること。また、テキスト以外でも自ら進んで多くの英語に触れること。参考書「速読英単

語」は一斉購入しないが、語彙増強を図りたい場合に積極的利用を推奨する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ～英語Ⅳで身につけた英語運用能力および語彙 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを課すことがある。 

［教科書］ Time to Train Yourself  (成美堂) 

［参考書］ 速読英単語＜必修編＞（増進会出版社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間、前期末の２回の試験の平均点を 70％、課題（レポート）・小テスト等の結果を 30％とし、その合計点で評価する。ただ

し、前半（前期中間試験まで）の成績で 60 点に達していない学生には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回っ

た場合には、60 点を上限としてその試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅤＢ 平成１８年度 中井 洋生 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 ４年間で学習した英語の知識・技能を活用し、世界で起きている様々な事柄について現地からのリポートを収録した教材を読むこと

により、そこで使われている英語表現を学習すると同時に、今日の世界が抱えている問題に対しても理解を深めることを目標とする。

［授業の内容］すべての週の内容が、学習・教育目標(A)＜視野＞

[ JABEE 基準 1(1)(a)]および（C）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]

の項目に相当する。 

第１週 授業の概要 

    Immigration in the 21st Century 

第２週 Immigration in the 21st Century 

第３週 Breaking America’s Dependency on Cars 

第４週 Challenging a Mountain of Taboos 

第５週 Amish Country ‐  Stepping Back in Time 

第６週 The Christiania 

第７週 The Past Is Not for Overcoming, but Accepting 

第８週 中間試験 

 

第９週  復習 

第１０週 Christian Orphanages for Tsunami Orphans 

第１１週 Conquest Could not Destroy Its Culture 

第１２週 Providing Empathetic Medical Care 

第１３週 Growing Old in Germany 

第１４週 A Long Way to Go ‐  HIV Issues in Zimbabwe 

第１５週 How a Scientific Mind Works in a Big Business World

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１． 学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

２． 英文の内容に関する質問に簡単な英語で答えることができ

る 

 

 

３．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける。 

４．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる。  

 

［注意事項］  

授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れ、計画的に自主学習を進めるよう努力すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ～英語Ⅳで身につけた英語運用能力および語彙。 

［レポート等］ 適宜、授業内容と関連した課題、レポートを与える。 

 教科書：Reading in Focus  World Affairs Today （桐原書店） 

 参考書： 

[学業成績の評価方法および評価基準]  筆記試験（中間試験、期末試験）７０％、課題・レポート・小テスト３０％の割合で成績を

評価する。ただし、前半の成績（前期中間試験および課題・レポート・小テスト）が６０点に達していない学生には再試験を課し、再

試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には６０点を上限として該当する試験の成績に置き換えるものとする。 期末試験に

ついては再試験は行わない。 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポートを全て提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

ドイツ語Ⅱ 平成１８年度 
都築 正則 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ ドイツ語によるコミュニケーション能力を高め、積極的にドイツ語圏からの情報収集に対処できる能力を養う。ドイ

ツ文化・政治の中心地ベルリンを扱った教科書を使用し、ベルリンの様々な面を学び、ドイツ文化に触れる手がかりとしたい。そして、

ドイツ語圏の人々との友好を促進し、ドイツ文化への理解を深めることを目標とする。 

［授業の内容］下記授業内容はすべて学科・学習教育目標（Ａ）、

＜視野＞および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

第１週 Leitfaden zur deutschen Kommunikation (継続) 

Lektion 8 (1)  年間の目標、現在完了、分離動詞。 

第２週 Lektion 8 (2)   過去完了、未来、現在分詞、過去分詞。

第３週 Lektion 8 (3)   zu 不定詞、現在分詞、分詞構文、 

冠飾句。 

第４週 Lektion 9 (1)   話法の助動詞、分離・非分離動詞。 

第６週 Lektion 9 (2)   接続法第１式、間接話法。 

第７週 Lektion 9 (3)   接続法第２式、非現実話法。 

中間予備試験。 

第８週 前期中間試験  

 

第９週   „ Guten Tag, Berlin!“(グーテン・ターク、 

ベルリン！) 

 Lektion 1  Vorstellung    定動詞の位置。 

第１０週    Lektion 2  Spaziergang in Berlin 不定冠詞と 

定冠詞。 

第１１週     Lektion 3  Einkaufen 名詞の格変化。 

第１２週    Lektion 4  Geburtstag 不規則動詞の人称変化。

第１３週    Lektion 5  Mori-Ogai-Museum in Berlin 命令形。

第１４週    Lektion 6  Im Restaurant 前置詞。 

第１５週    復習、対話練習、前期末予備試験。 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

発音 

1.ドイツ語の単語はすべて声を出して読みとることができる。 

2.文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき 

る。 

3.発音記号が読めて、その単語も書ける。 

品詞論 

1. 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

2. 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

3. 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

4. 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

5. 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

6.接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得している。

7.接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

8 動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

統語論 

1. 動詞の正置、倒置、後置がきちんと区別できる。 

2. 名詞の格変化につき、動詞との関連で理解している。 

3. 単文・並列文・複文が区別できる 

4. 枠構造の様々は型を理解している。 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

1. 挨拶、道を尋ねる、助けを求めるなどがドイツ語で出来る。 

2. 自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

3. インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。 

4. 相手の意見に対して、反論することができる。  

［注意事項］ 授業時間数の不足を補うために、前年度に引き続き、メールとインターネット活用する。補助教材などはホームページ

に掲載して復習のために活用することを期待する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしてい

ること。また、メール、インターネットが一応利用できること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：『グーテン・ターク、ベルリン！』  市川明、Helgard Hdildebrandt, Friederike Carol 郁文堂 

[学業成績の評価方法および評価基準]  前期中間・前期末の試験の平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 学業成績で 60 点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

フランス語Ⅱ 平成１８年度 内田 智秀 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 最初 4 回の授業を前年度の教科書『新・東京―パリ,初飛行』を使用し、文法事項を学習する。その後、その文法知識を活用して、

『やさしく読めるフランス語新聞(2006 年度版)』を中心に平易なフランス語の文章の読解に取り組む。前期はフランス語で書かれた

日本のアニメ、マンガ、映画などの文化蘭を中心に授業を進め、日本のサブカルチャーに対するフランス人の関心の高さを知ってもら

う。また CD、ビデオなどを活用しフランス語に慣れ親しみ、実際のコミュニケーションに対して積極的に挑戦できるようになること

もめざす。 

［授業の内容］  すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ 

および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する． 

前期 

第１週 文法事項（命令形、直説法単純未来） 

第２週 文法事項（直説法複合過去、直説法半過去） 

第３週 文法事項（関係代名詞、指示代名詞） 

第４週 文法事項（比較級、最上級） 

第５週 Le chateau dans le ciel (『天空の城ラピュタ』) 

第６週 Le chateau dans le ciel (『天空の城ラピュタ』) 

第７週 Le chateau dans le ciel (『天空の城ラピュタ』) 

第８週 前期中間試験 

 

 

 

第９週  Le manga en plein boum （「爆発的マンガブーム」） 

第１０週 Le manga en plein boum （「爆発的マンガブーム」） 

第１１週 Tezuka, ≪Le dieu du manga≫  

（「マンガの神さま」、手塚治虫） 

第１２週 Tezuka, ≪Le dieu du manga≫ 

（「マンガの神さま」、手塚治虫） 

第１３週 Le plus jeune laureat du Festival de Cannes  

          『誰も知らない』 カンヌ最年少受賞者、柳楽優弥） 

第１４週 Le plus jeune laureat du Festival de Cannes  

          『誰も知らない』 カンヌ最年少受賞者、柳楽優弥） 

第１５週 Le plus jeune laureat du Festival de Cannes  

          『誰も知らない』 カンヌ最年少受賞者、柳楽優弥） 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

1.  発音と綴り字の関係を理解する。 

2.  基本的な動詞の活用ができ、それを用いて表現できる。 

3.  自動詞、他動詞、代名動詞の相違を理解する。 

4.  名詞、冠詞、形容詞の性・数による変化を理解し活用できる。

5.  フランス語の文構造（単文、重文、複文）を理解する。 

6.  否定文・疑問文を理解し、自分でも表現できる。 

 

7.  命令・依頼の表現ができる。 

8.  関係代名詞を理解し適用できる。 

9.  文法的知識（解析能力） 

10. 文法的知識（総合能力） 

11. 実際の場面における上記事項の応用力 

 

［注意事項］ 仏和辞書を毎時間持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］   フランス語１の学習内容。 

［レポート等］ 理解を深めるため，演習課題を与える。 

 教科書：『Lisons le Journal des Enfants 2006 ; やさしく読めるフランス語新聞(2006 年度版)』, 瀧川好庸ほか編,（第三書房）

    ：『新・東京―パリ, 初飛行』, 藤田裕二ほか著,（駿河台出版社） 昨年度のものを引き続き使う。 

[学業成績の評価方法および評価基準]   

前期中間試験・前期末試験の平均点を６割、課題を４割として百点法により総合して評価する。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

中国語Ⅱ 平成１８年度 仲井 真喜子 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 １.中国語Ⅰにおいて学習した基本的文法項目を確実に理解し、実際の場面に即した会話の運用能力を習得する。 
２.ある程度まとまった文章の意味を理解し、それらを通じて文化・習俗などを総合的に理解する。 

［授業の内容］ 

［授業の内容］ すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ お

よび JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

前期 中国語Ⅱ 

第１週 復習、概要、自己紹介 

第２週 二つの“了”、連動文 

第３週 進行を表す“在” 

第４週 “更”と“最” 

第５週 経験を表す“過” 

第６週 “了”の用法 

第７週 まとめ 

第８週 前期中間試験 
 

 

 

 

第９週 存現文、強調、逆説 

第１０週 進行、継続を表す“在”と“着” 

第１１週 結果補語 

第１２週 数量補語、程度補語 

第１３週 常用の結果補語 

第１４週 ｢物語｣ 閲読 
第１５週 まとめ 
 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

〈文法〉 

１． 主述述語文・二重目的語文が理解でき、運用できる｡ 

２． 現象文・処置文・兼語文が理解でき、運用できる｡ 

３． 結果補語・様態補語・可能補語が理解でき、運用できる｡ 

４． 助動詞“可以”“能”“会”“想”“要”が理解でき、運用

できる｡ 

５． “了”“着”“過”のアスペクト表現が理解でき、運用でき

る｡ 
 

<会話> 

学習した文法項目を使って、各場面設定での簡単な会話が出来る｡

＜作文> 

自分の考えを簡単な文に表現できる｡ 

<読解> 

まとまった文章の意味を理解できる｡ 

<総合理解> 

雑誌・新聞広告・漫画・歌などの副教材によって、文化・習俗を

理解しようとする｡発音〉 

１． 基本的な単語を見て発音することができる。 

簡単な会話を聞きとり理解できる。 

［注意事項］  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ピンインと初級文法が理解できる。 

［レポート等］  

 教科書：｢話す中国語、北京篇１｣董燕・遠藤光暁著、朝日出版社、 および配布プリント 

 参考書：授業時、随時紹介する。 

[学業成績の評価方法および評価基準]  

試験（前期中間・前期末）の平均点を８割、口頭試験の結果を２割として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

ドイツ語Ⅲ 平成１８年度 
都築 正則 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］ ドイツ語によるコミュニケーション能力を高め、積極的にドイツ語圏からの情報収集に対処できる能力を養う。ドイ

ツ文化・政治の中心地ベルリンを扱った教科書を使用し、ベルリンの様々な面を学び、ドイツ文化に触れる手がかりとしたい。そして、

ドイツ語圏の人々との友好を促進し、ドイツ文化への理解を深めることを目標とする。 

［授業の内容］下記授業内容はすべて学科・学習教育目標（Ａ）、

＜視野＞および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

第１週 Lektion 7 (1)  Theaterbesuch  話法の助動詞。 

第２週 L 7(2)  Lektion 8 (1)  Im Zoo   再帰動詞。 

第３週 L 8(2)  Lektion 9 (1)   Ausflug nach Potsdam   

現在完了。 

第４週 L 9(2)  Lektion10 (1)  Fahren wir nach Weimar  

形容詞の格変化 

第５週  L 10(2)  Lektion 11 (1)  Die Bundesregierung in 

Berlin  不定詞 

第６週 L 11(2) Lektion 12 (1)  Weihnachten  関係代名詞。 

第７週 Lektion 12 (2) 復習、受動態。  

第８週 後期中間試験 

第９週 L (3) Lektion 13 (1) Die Berliner Mauer  現在分詞。

第１０週 Lektion 13 (2) 間接疑問文。 

第１１週 L 13(3)  Lektion 14 (1)  Wieder nach Haus  

接続法第２式。 

第１２週 Lektion 14(2) 外交的接続法。 

第１３週 L 14(3) Lektion 15 (1)  Prenzlauer Berg Tour   

ユダヤ人墓地。 

第１４週  Lektion 15 (2)  ケーテ・コルヴィッツの銅像。 

第１５週  Lektion 15 (3) フリードリヒスハイン公園、復習。

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

発音 

1.ドイツ語の単語はすべて声を出して読みとることができる。 

2.文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき 

る。 

3.発音記号が読めて、その単語も書ける。 

品詞論 

1. 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

2. 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

3. 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

4. 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

5. 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

6.接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得している。

7.接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

8 動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

統語論 

1. 動詞の正置、倒置、後置がきちんと区別できる。 

2. 名詞の格変化につき、動詞との関連で理解している。 

3. 単文・並列文・複文が区別できる 

4. 枠構造の様々は型を理解している。 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

1. 挨拶、道を尋ねる、助けを求めるなどがドイツ語で出来る。 

2. 自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

3. インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。 

4. 相手の意見に対して、反論することができる。  

［注意事項］ 授業時間数の不足を補うために、前年度に引き続き、メールとインターネット活用する。補助教材などはホームページ

に掲載して復習のために活用することを期待する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしてい

ること。また、メール、インターネットが一応利用できること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：『グーテン・ターク、ベルリン！』  市川明、Helgard Hdildebrandt, Friederike Carol 郁文堂 

[学業成績の評価方法および評価基準]  後期中間試験・学年末試験の平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 学業成績で 60 点以上を取得すること。 



 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

発音 

１． 母音、子音などドイツ語の単語はすべて音声を出して読みと

ることができる。 

２． 文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき

る。 

３．発音記号が読めて、その単語も書ける。 

 

品詞論 

１． 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

２． 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

３． 不規則動詞の三基本形が教科書では５９単語が記載されて

いるが、それらの大部分は言えて、使える。 

４． 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

５． 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

６． 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

７． 接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得してい

る。 

８． 接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

９．動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

 

統語論 

１． ドイツ語における１１の文型を教科書の巻末に提示したが、

いろいろなドイツ語文においてどの文型に当てはまるか区

別できる。 

２． １格、２格、３格、４格の用法につき、基本的な用法を理解

している。 

３． 定動詞の位置（正置、倒置、後置）に理解している。 

４． 冠飾句の用法を理解している。 

５． 文の三つの形（単文、複文、重文）を理解し、それぞれ文を

区別できる 

６． ドイツ語は多くの場合枠構造をしている。分離動詞、完了形、

受動態、従属文などの場合は枠構造についての理解なしには

解釈できないが、枠構造について理解している。 

 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

１． ドイツ語でか次のことが言える。 

２． 挨拶、道を尋ねる、欲しい物が言える。助けを求めることや

電話をかけることができる。 

３． ドイツ語で自己アッピールすることができる。 

自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

４． インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。

５． 相手の意見に対して、反論することができる。 

６．相手の話すことに対して、不明の場合は何度も聞きなおし、

その内容を確認し、自分の意見を言うことができる。 

 

［注意事項］ 授業中の質疑の他に、メールによる質問にも答えるようにするので、メールの交換も適宜できるようにしておくこと。

また、教科書の他に配布するプリント教材、練習問題の準備も含めて授業の予習、復習をよくすることが必要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしていること。 

［レポート等］理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：「コミュニケーションドイツ語入門」都築正則、Stefan Trummer 共著、三重大学出版会教科書 

「グリム童話選集」都築正則編・注、東西文化社、「世界のニュース」都築正則編・注（インターネットから取り出した

ニュース教材、適宜プリント配布） 

 参考書：「パスポート独和辞典」白水社、「郁文堂和独辞典」郁文堂 

［学業成績の評価方法］ 

 学業成績は前期中間・前期末・後期中間・後期末の４回の定期試験及び８回の中間予備テストの平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績において６０点以上を取得すること。 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

フランス語Ⅲ 平成１８年度 内田 智秀 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］前期同様、『やさしく読めるフランス語新聞(2006 年度版)』を中心に平易なフランス語の文章の読解に取り組む。後

期はフランスの政治、社会、文化、芸術などを取り上げ、フランスへの理解を深くする一方、フランスが現在抱える諸問題にも目を向

けていく。また CD、ビデオなどを活用しフランス語に慣れ親しみ、実際のコミュニケーションに対して積極的に挑戦できるようにな

ることもめざす。  

［授業の内容］  すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野
＞ および JABEE基準 1(1)(a)に対応する． 

 
第１週 Paris, Les trios mousquetaires (A.デュマ『三銃士』) 
第２週 L’Alsace, La dernière classe （A.ドーデ『最後の授業』）
第３週 La France fete ses tresors （共有遺産の日） 
第４週 La France fete ses tresors （共有遺産の日） 
第５週 ＠＝arobe , CD-Rom, Site （情報通信） 
第６週 La Galerie des Glaces    （鏡の間） 
第７週 La Galerie des Glaces    （鏡の間） 
第８週 後期中間試験 

 

 
 
第９週   7 jours （ルーヴル分館、武器輸出国第 3位） 
第１０週 7 jours （ 週 35時間労働法、アスベスト） 
第１１週 7 jours （禁煙運動、シラク 10年目突入） 
第１２週 7 jours （教皇の車、動物愛護へ） 
第１３週 Les expositions universelles （愛知万博） 
第１４週 Les expositions universelles （愛知万博） 
第１５週 Les expositions universelles （愛知万博） 

 
 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

1.  発音と綴り字の関係を理解する。 

2.  基本的な動詞の活用ができ、それを用いて表現できる。 

3.  自動詞、他動詞、代名動詞の相違を理解する。 

4.  名詞、冠詞、形容詞の性・数による変化を理解し活用できる。

5.  フランス語の文構造（単文、重文、複文）を理解する。 

6.  否定文・疑問文を理解し、自分でも表現できる。 

 

7.  文法的知識（解析能力）。 

8.  文法的知識（総合能力）。 

9.  実際の場面における上記事項の応用力。 

10. フランス文化、芸術、社会について理解できている。 

 

［注意事項］ 仏和辞書を毎時間持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］   フランス語１の学習内容。 

［レポート等］ 理解を深めるため，演習課題を与える。 

 教科書：『Lisons le Journal des Enfants 2006 ; やさしく読めるフランス語新聞(2006 年度版)』瀧川好庸ほか編（第三書房） 

 参考書： 

[学業成績の評価方法および評価基準]   

前期中間試験・前期末試験の平均点を６割、課題を４割として百点法により総合して評価する。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

中国語Ⅲ 平成１８年度 仲井 真喜子 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 １.中国語Ⅰにおいて学習した基本的文法項目を確実に理解し、実際の場面に即した会話の運用能力を習得する。 
２.ある程度まとまった文章の意味を理解し、それらを通じて文化・習俗などを総合的に理解する。 

［授業の内容］ 

［授業の内容］ すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ お

よび JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

後期 

第１週 方向補語 

第２週 “把”構文 

第３週 可能補語 

第４週 “祝～” 

第５週 常用の可能補語 

第６週 ｢大都市こぼれ話｣ 閲読 

第７週 まとめ 

第８週 後期中間試験 

 

 

第９週 使役文、兼語文 

第１０週 受身文 

第１１週 助動詞“応該”“打算” 

第１２週 “譲我～”、同一疑問詞の呼応 

第１３週 様態補語 

第１４週 受身と“把”構文 

第１５週 まとめ 
 

 
 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

〈文法〉 

１． 主述述語文・二重目的語文が理解でき、運用できる｡ 

２． 現象文・処置文・兼語文が理解でき、運用できる｡ 

３． 結果補語・様態補語・可能補語が理解でき、運用できる｡ 

４． 助動詞“可以”“能”“会”“想”“要”が理解でき、運用

できる｡ 

５． “了”“着”“過”のアスペクト表現が理解でき、運用でき

る｡ 
 

<会話> 

学習した文法項目を使って、各場面設定での簡単な会話が出来る｡

＜作文> 

自分の考えを簡単な文に表現できる｡ 

<読解> 

まとまった文章の意味を理解できる｡ 

<総合理解> 

雑誌・新聞広告・漫画・歌などの副教材によって、文化・習俗を

理解しようとする｡発音〉 

１． 基本的な単語を見て発音することができる。 

簡単な会話を聞きとり理解できる。 

［注意事項］  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ピンインと初級文法が理解できる。 

［レポート等］  

 教科書：｢話す中国語、北京篇１｣董燕・遠藤光暁著、朝日出版社、 および配布プリント 

 参考書：授業時、随時紹介する。 

[学業成績の評価方法および評価基準]  

試験（後期中間・学年末）の平均点を８割、口頭試験の結果を２割として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 開設年度 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

社会学 平成 18 年度 平井 聡子 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］社会学の醍醐味を学び、日常生活で活用できる社会学的視点、柔軟な発想、批評眼を育てる。実例をできるだけ用いて

楽しく且つ効率的に学び、生徒が興味をもてるように講義する。 

［授業の内容］  全体の週において，教育目標（Ａ）(視野)（意

欲）と、 JABEEⅠ(1)(a)項目に該当する内容を講義する． 

第１週  社会学とは何か 

第２週  社会学者と理論 

第３週  社会学の方法論 

第４週 カルチャー、民族、人種 

第５週  階層、不平等、差別 

第６週  非行・犯罪 

第７週  メディアとコミュニケーション 

第８週  中間試験 

 

第９週 家族社会学、交際、結婚 

第 10 週 体と心の社会学 

第 11 週 ジェンダー 

第 12 週 サブカルチャー 

第 13 週 人の一生 

第 14 週 グローバライゼーションと都市社会学 

第 15 週 まとめ 

 

 

［到達目標］（この授業で習得すべき知識・能力） 

１． 「常識」から一歩離れ、柔軟な発想、思考能力を身につける

（社会学的視点）。それを可能にするための理論の種類と内

容を習得する。 

２． 多岐に渡る社会学の主要なフィールドの基礎観念を学ぶ。 

３．日常の身近なトピックを通して、社会学のバックボーンを理

解する。 

 

［注意事項］英語の辞書を持参してください。授業は自己学習を前提とした規定の単位制に基づき授業を進める。課題や小テストを

課し、それを成績に反映する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし 

［レポート等］ 授業中適宜に課題を与え、レポートを提出してもらう。 

教科書： なし 

参考書： 適宜紹介 

 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

後期中間・学年末の 2回の試験の平均点を 60％,課題（レポート）20％, 小テストの結果を 20％として評価する。後期中間・学年末

試験ともに再試験は行わない。 

［単位修得要件］ 

後期中間・学年末の 2回の試験, 課題（レポート）小テストにより、学業成績で６０点以上を修得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子計測 平成 18 年度 桑原 裕史 ５ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 計測技術は様々な分野で基本となり、また重要で進展がめざましい技術である．ここでは高度なエレクトロニクスを用いた応用計測

について学び、計測技術の高度な知識を身に付け、この技術を様々な分野で応用できるようになることを目標とする． 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習･教育目標の（B）＜専門＞ 

JABEE 基準 1(1)(d)(1)に対応する． 

前期 

第１週 エレクトロニクス計測とは 

第２週 エレクトロニクス計測の基礎：データの処理法 

第３週   同上 ：物理量の電気量への変換 

第４週   同上 ：化学寮の電気量への変換 

第５週 A‐D 変換と D‐A 変換の基礎 

第６週 同上 ：積分型 A-D 変換 

第７週 同上 ：比較型 A-D 変換、D-A 変換 

第８週 中間試験 

第９週 エレクトロニクス計測器：電子電圧計 

第 10 週 同上 ：電子電圧計続き 

第 11 週 同上 ：オシロスコープ 

第 12 週 同上 ：信号発生器 

第 13 週 同上 ：コンピュータ利用計測 

第 14 週 RF 計測：基礎 

第 15 週 同上 ：パルス計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期 

第１週 超音波利用の計測：基礎 

第２週 同上 ：超音波の発生とその性質 

第３週 同上 ：超音波応用計測 

第４週 光利用の計測：光電変換 

第５週 同上 ：自然光応用計測 

第６週 同上 ：レーザの原理 

第７週 同上 ：レーザ応用計測 

第８週 中間試験 

第９週 放射線利用の計測：放射線の性質とその検出器 

第 10 週 同上 ：放射線応用計測 

第 11 週 時間・周波数標準での計測：時間の基準 

第 12 週 同上 ：周波数、時間の精密計測 

第 13 週 その他のエレクトロニクス計測：超伝導の応用 

第 14 週  同上 ：環境計測 

第 15 週  同上 ：計測における今後の課題 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子計測（つづき） 平成 18 年度 桑原 裕史 ５ 通年 ２ 必 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

 

１．計測技術の基礎・原理を理解する．計測法の分類、測定誤差、

統計的処理法、雑音と測定限界、ＳＮ比、国際単位系、電気単位

の標準について理解する． 

 

２．測定物理量の検出、電気量への変換・表示等、測定器の基本

構成要素を理解する．すなわち、センサ、アナログ量の変換、各

種変換器、変調技術、アナログ・ディジタル変換、ディジタル・

アナログ変換、ディジタル量の伝送、などについての理解 

 

３．エレクトロニクスを用いた計測の概念、応用範囲を理解する．

 

 

 

４．様々な媒体を用いた応用計測についてその測定法を理解する．

RF 計測、超音波利用の計測、光利用の計測、放射線利用の計測、

時間・周波数標準での計測、その他のエレクトロニクス計測につ

いて理解する． 

［注意事項］ 電気磁気学、電子回路、ディジタル回路、電子工学は言うに及ばず、化学、物理等、様々な知識が基になってこの技術

が達成されている．範囲が広汎となるので、できるだけ平易に講義を進めるので意欲を持って受講されたい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 電気磁気学、電子回路、ディジタル回路などの知識をベースにアナログ信号、ディジタル信号の概念について理解している必要があ

る． 

［レポート等］ 必要に応じてレポート提出を求める． 

教科書：「エレクトロニクス計測」須山 正敏 , 関根 好文 共（コロナ社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間、前期末、後期中間、学年末の４回の試験の平均点を 70％、レポートを 30％として評価する．試験の成績不良者に対する

再試験は行わない． 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること．  

 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

卒業研究 平成１８年度 電子情報工学科全教官 ５ 通年 １０ 必 

 

［授業の目標］ 

 電子情報に関する実験・研究を通して専門知識と技術を併せ持ち、学んだ知識の応用力とそれを基にした創造性、さらにコミュニケ

ーション能力の豊かな学生の育成を目指すことを目的とする. 

［授業の内容］ 

全ての内容は、学習・教育目標 

（A）技術者としての姿勢＜意欲＞および JABEE 基準 1(1)(e、g) 

（B）基礎・専門の知識とその応用力＜専門＞＜展開＞およびJABEE

基準 1(1)(d)(1), 基準 1(1)(d)(2)a) , 基準 1(1)(h) 

（C）コニュニケーション能力＜発表＞および JABEE 基準 1(1)(f) 

に対応する． 

学生各自が研究テーマを持ち、各指導教官の指導の下に研究を行

う.テーマの分野は次の通りである. 

ソフトウェア工学、情報ネットワーク、ニューラルネットワーク、

知能情報学、画像処理工学、生物情報学、仮想現実感、自然言語

処理、数値計算、電子回路、通信工学、電子制御、制御工学、電

子工学，固体電子工学、集積回路工学、電子計測、ニューロイン

フォマティクス 

 

後期始めに研究成果の中間発表を行う.また学年末に卒業研究論

文を提出して卒業論文発表会を実施する.  

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１． 修得した知識・能力を超える問題に備えて、継続的・自立的

に学習できる. 

２． 修得した知識をもとに創造性を発揮し、限られた時間内で仕

事を計画的に進め、まとめることができる. 

 

 

３． 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記

述・伝達・討論できる.  

 

［注意事項］卒業研究は、それまでに学習したすべての教科を基礎として、１年間で１つのテーマに取り組むことになる.それまでの

学習の確認とともに、テーマに対するしっかりとした計画の下に自主的に研究を遂行する.  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 研究テーマに関する周辺の基礎的事項についての知見、或いはレポート等による報告書作

成に関する基礎的知識. 

［レポート等］ 理解を深めるため、適宜、関係論文、書物を与え、また、レポート等の課題を与える. 

日々の学習・研究の進行状況を確認するため、卒業研究日誌の記述を課し、その提出を１０月と２月に求める. 

教科書および参考書   各指導教官に委ねる 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間発表における評価法 

  ◎ 研究内容についての要旨報告および作成 

  ◎ 研究の現状、今後の計画の口頭発表 

研究論文発表会における評価法 

  ◎ 論文要旨の作成 

  ◎ 口頭発表 

総合成績評価   卒業論文：60%、卒業研究発表：20%、卒業研究予稿集：8%、中間発表：12%として評価し１００点満点とする. 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

応用数学Ⅱ 平成１8年度 長嶋 孝好 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 確率統計，複素関数論の基礎的な事項を理解すること。 そして，工学上の応用問題を解決できる能力を養うこと。 

［授業の内容］ 

各週の内容は，電子情報工学科学習・教育目標(B)＜基礎＞の項

目に相当する．これは JABEE 基準１(1)の(c)に相当する。 

 

前期 

 

（確率統計） 

 

第１週 データの整理と特性値（期待値，分散，標準偏差等） 

第２週 ２変量の関係と相関係数 

第３週 線形回帰、回帰直線 

第４週 重回帰分析 

第５週 確率変数と確率分布 

第６週 二項分布、ポアソン分布 

第７週 一様分布、指数分布、正規分布 

 

第８週 中間試験 

 

 

 

（確率統計 続き） 

 

第９週  標本分布（１） 

第１０週 標本分布（２） 

第１１週 統計的推定（１） 

第１２週 統計的推定（２） 

第１３週 仮説検定（１） 

第１４週 仮説検定（２） 

第１５週 問題演習 

 

 

 

 

 

後期 

 

（複素関数論） 

 

第１週 複素数、極形式、オイラーの公式、ドモアブルの公式 

第２週 ｎ乗根 

第３週 複素関数（指数関数、対数関数） 

第４週 複素関数（三角関数） 

第５週 複素関数の微分、正則関数 

第６週 コーシー・リーマンの関係式 

第７週 等角写像 

 

第８週 中間試験 

 

 

 

（複素関数論 続き） 

 

第９週  複素関数の積分（１） 

第１０週 複素関数の積分（２） 

第１１週 コーシーの積分定理 

第１２週 コーシーの積分表示 

第１３週 テイラー展開 

第１４週 ローラン展開 

第１５週 孤立特異点と留数、留数定理 

 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

応用数学Ⅱ（つづき） 平成 18 年度 長嶋 孝好 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

（確率統計） 

・データの整理について理解し、問題を解くことができる。 

・期待値，分散，標準偏差について理解し，問題を解くことがで

きる． 

・２変量の関係とその表現について理解し、問題を解くことがで

きる。 

・線形回帰と重回帰に関して理解し、問題を解くことができる。

・確率変数と確率分布について理解し、問題を解くことができる。

・二項分布とポアソン分布について理解し，問題を解くことがで

きる． 

・一様分布，指数分布について理解し，問題を解くことができる．

・正規分布とその標準化について理解し，問題を解くことができ

る． 

・標本分布の基本について理解し、問題を解くことができる． 

・統計的推定の基本について理解し、問題を解くことができる．

・仮説検定の基本について理解し、問題を解くことができる． 

 

 

（複素関数論） 

・複素数の基本的性質，オイラーの公式，ド・モアブルの公式に

ついて理解し、問題を解くことができる。 

・ｎ乗根を求めることができる． 

・複素関数（指数、対数、三角）について理解し、問題を解くこ

とができる。 

・正則関数，コーシー・リーマンの関係式を理解し、問題を解く

ことができる． 

・コーシーの積分定理とその応用，積分表示について理解し、問

題を解くことができる。 

・テイラー展開，ローラン展開について理解し，問題を解くこと

ができる． 

・留数計算をすることができる． 

 

 

［注意事項］ 確率統計，複素関数論はあらゆる工学の基礎であり，技術者にとって重要な応用数学の一分野である． 基本的な例題

と演習問題に取り組み，内容を十分理解することが大切である． 

  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 指数・対数・三角関数，数列と級数，微分と積分、順列と組合せの基本事項について理解

していること．  

［レポート等］ 授業中に小テスト（復習試験）を適宜行う。その結果により、必要に応じて補充授業を行う。 また、演習問題等の

レポート提出を求めることがある。 

教科書：「確率と統計の基礎・基本」馬場著（牧野書店）、「複素解析学の基礎・基本」 樋口 ほか著（牧野書店） 

参考書：「確率統計序論」 氏家ほか著（東海大学出版会）、「物理数学コース 複素関数の微分積分」（裳華房）など。 

     図書館にも多数の書籍がある。 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点で評価する。 特別な事情のある場合を除き、再試験は実施しない。

 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報数学 平成 18 年度 張 磊 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 この授業は、コンピュータサイエンスの基礎となる離散数学について講義を行う。有限系を研究の対象とする離散系数学は、コンピ

ュータの進歩とともにその重要性を増している。デジタルコンピュータは基本的には有限構造であり、その多くの性質は離散数学で説

明できる。 

［授業の内容］ 

全体の週において、学習･教育目標の（B）＜基礎＞（ JABEE 基準

１(1)では(d)(1)に相当）の項目に該当する内容を講義する。 

前期 

第 1週   集合論 

第 2週   集合論 

第 3週   関係 

第 4 週   関係 

第 5 週   関数 

第 6 週   関数 

第 7 週   ベクトルと行列 

第 8週   中間試験 

第 9週   ベクトルと行列 

第 10 週  グラフ理論 

第 11 週  グラフ理論 

第 12 週  平面的グラフ、彩色、木 

第 13 週  平面的グラフ、彩色、木 

第 14 週  半期復習  

第 15 週  半期テスト 

 

 

 

後期 

第 1 週   有向グラフ、有限オートマトン 

第 2週   有向グラフ、有限オートマトン 

第 3週   組合せ解析 

第 4週   組合せ解析 

第 5週   代数系、形式言語 

第 6週   代数系、形式言語 

第 7週   順序集合と束 

第 8週   中間試験 

第 9週   順序集合と束 

第 10 週  命題計算 

第 11 週  命題計算 

第 12 週  ブール代数 

第 13 週  ブール代数 

第 14 週  総復習 

第 15 週  期末テスト 

 

 

（次ページにつづく） 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報数学（つづき） 平成 18 年度 張 磊 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

（集合論） 

集合、集合の演算、数学的帰納法を把握すること。 

 

 （関係） 

基本概念を理解し、特に分割、半順序集合についてしっかり把

握すること。 

 

（関数） 

基本概念を理解し、特に１対１、上への、逆関数を把握するこ

と。 

 

（ベクトルと行列） 

基本概念を理解し、特に行列積、転置行列等を把握すること。

 

（グラフ理論） 

基本概念を理解し、特にグラフの周遊可能問題を把握すること。

 

（平面的グラフ、彩色、木） 

基本概念を理解し、特に四色定理を把握すること。 

 

 

（有向グラフ、有限オートマトン） 

基本概念を理解し、特に有限状態機械、有限オートマトンを把

握すること。 

 

（組合せ解析） 

基本概念を理解し、特に数え上げ原理、２項係数を把握するこ

と。 

 

（代数系、形式言語） 

基本概念を理解し、特に半群、群を把握すること。 

 

（順序集合と束） 

基本概念を理解し、特に半順序集合、束を把握すること。 

 

（命題計算） 

基本概念を理解し、特に真理表、論法を把握すること。 

 

（ブール代数） 

基本概念を理解し、特に加法標準形、スイッチ回路の設計、カ

ルノ図を把握すること。 

[注意事項] 

コンピュータサイエンスの数学基礎をしっかり身につけたい学生なら、是非受けて下さい。 

[あらかじめ要求される基礎知識の範囲] 

特にない 

[レポート等] 

 レポート随時実施 

[参考書等] 

  使わない。授業中に丁寧にメモを取る必要がある。 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間、前期末、後期中間、学年末の四回の試験の平均点で評価する。再試験は行いません。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子材料工学 平成 18 年度 伊藤 明 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

電気・電子・情報に関連する分野において画期的な技術革新をもたらしている新しい有用な材料の開発には物質の性質などそれ自身に

関する基礎的な学問の背景がある。授業ではこれらの観点に立って，基礎的な知識を習得する。 

 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（Ｂ）＜基礎＞、＜専門＞およ

びＪＡＢＥＥ基準１（１）（ｄ）（１）に対応する。 

 

前期 

１．電気・電子材料の物性 

第１週 ボーアの模型と原子内の電子配列 

第２週 化学結合（イオン結合、共有結合、ファンデルワールス

力、水素結合、金属結合） 

第３週 結晶構造（格子点、単位格子、結晶系） 

第４週 結晶による回折・反射（ブラッグ反射）、ミラー指数、

逆格子 

第５週 格子振動（光学モード、音響モード）、格子欠陥の種類

（点欠陥、線欠陥、面欠陥） 

 

２．導電・抵抗材料 

第６週 金属中の電気伝導（移動度、熱速度、平均自由行程） 

第７週 金属導電材料の特性（銅と銅合金、アルミニウムとアル

ミニウム合金） 

第８週 中間テスト 

第９週 電線とケーブル（裸船、絶縁電線、ケーブル） 

第 10 週 超導電材料（超伝導現象、超伝導体の反磁性） 

第 11 週 抵抗材料（電流による抵抗体の発熱、金属の電気抵抗と

温度、合金の電気抵抗、抵抗材料） 

 

３．半導体材料 

第 12 週 熱電効果（ゼーベック効果、ペルチェ効果、トムソン効

果） 

第 13 週 熱抵抗効果（不温度係数サーミスタ、ポジスタ） 

第 14 週 電圧抵抗効果（バリスタ、圧電効果）、電流磁気効果と

磁気抵抗効果（ジャイレータ） 

 

４．誘電材料 

第 15 週 原子・分子の双極子モーメント、誘電分極（電子分極、

イオン分極）  

 

 

 

後期 

第 1 週 誘電分極（配向分極、界面分極）、交流電解における分

極と緩和（緩和時間） 

第２週 誘電材料の特性（静電界による誘電率、エレクトレット、

ラングミュアー・ブロジェット有機超伝導膜） 

第３週 強誘電体（強誘電体の性質、自発分極、圧電効果） 

第４週 電気伝導（イオン伝導、ショットキー効果、プールフレ

ンケル効果） 

 

５．磁性材料 

第５週 原子の永久磁気双極子モーメント（電子の軌道運動によ

る磁気モーメント、電子のスピンによる磁気モーメン

ト） 

第６週 各種磁性（反磁性、常磁性、強磁性、反強磁性、フェリ

磁性） 

第７週 強磁性材料特性（強磁性体の磁化特性、交流磁化と損失）

第８週 中間テスト 

 

６．電気・電子材料試験 

第９週 導電材料試験（電気抵抗の測定） 

第 10 週 半導体材料試験（伝導形の判定法、抵抗率の測定、移動

度およびキャリア濃度の測定） 

第 11 週 固体絶縁材料試験（抵抗率・絶縁抵抗試験、誘電率・誘

電正接試験、絶縁耐力試験） 

第 12 週 絶縁材料の劣化試験法（熱劣化試験法、部分放電性試験

法、トリー劣化試験法、耐トラッキング精試験法 

第 13 週 磁性材料試験（磁化特性試験、ヒステリシス試験、鉄損

試験） 

 

７．画像表示デバイス用材料 

第 14 週 液晶材料（偏光特性、LCD 用材料） 

第 15 週 蛍光体材料（陰極線管、プラズマディスプレイ用材料）

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子材料工学（つづき） 平成 18 年度 伊藤 明 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１. 原子内の電子が各軌道をどのような順で占め、それらのエ

ネルギー状態の概要を説明できる。 

２. 物質の結合状態の種類をあげ、それらの特徴を説明できる。

３. 結晶構造の基礎を理解し、ブラッグ条件に基づいた回折現

象が説明できる。 

４. 格子振動の各振動モードの概要と結晶欠陥の種類が説明で

きる。 

５. 金属内の電子の振る舞いと電気抵抗について説明できる。

６. 実際に用いられている導体、超伝導体などの各種材料の抵

抗率に関して、その特徴を理解している。 

７. 半導体材料の磁気特性、熱特性、歪特性を理解し、それら

の特徴を用いた利用例が説明できる。 

８. 誘電材料の分類とそれらの特徴を比較し説明できる。 

９. 分極現象と緩和現象について説明できる。 

１０.  電気伝導現象の種類をあげ、それらの特徴を説明できる。

 

１１． 磁性材料の磁気モーメントを生じる原因について説明

できる。 

１２． 磁性材料の反磁性、常磁性、強磁性などの性質につい

て説明でき、それらの特徴を理解している。 

１３． 磁界を変化させた場合の、ヒステリシスカーブと損失

の関係が説明できる。 

１４． 導電率の基本的な測定法を理解し、測定時に注意すべ

き事柄を説明できる。 

１５． 半導体材料のキャリアの導電型の判別方法、移動度お

よびキャリア濃度の導出方法を説明できる。 

１６． 絶縁材料の各種劣化試験方法について理解し、その実

施方が説明できる。 

１７． 磁性材料の各種特性測定方法について理解し、その実

施方が説明できる。 

１８． 液晶ディスプレイ用材料の基本的性質を説明できる 

１９． 陰極線管（ブラウン管）ディスプレイ用材料と、プラ

ズマディスプレイ用材料の基本的性質を説明できる。 

 

［注意事項］ 電気・電子・情報を支える各種デバイスの材料物性に関する幅広い知識は、その開発、設計などに携わる技術者にとっ

て不可欠であるから、電気・電子材料に関する基礎的な内容を学び、理解に努めること 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 物理、化学及び電子工学の基礎的事項を理解していること。 

［レポート等］ 理解を深めるため、必要に応じて演習問題等のレポートを求めることがある。 

教科書：基礎電気・電子工学シリーズ 5 『電気・電子材料』 日野太郎、森川鋭一、串田正人（森北出版） 

 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点（90％）及びレポート（10％）で評価する.再試験は行わない． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

光電子工学 平成 18 年度 青木裕介 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 マルチメディア時代を支える基幹技術の１つとして、オプトエレクトロニクス（光電子工学）は重要な技術である．本講義ではオプ

トエレクトロニクスの基礎について学ぶことを目的とする．具体的には光学・半導体工学の基礎、発光デバイス、受光デバイス、光フ

ァイバ、電子ディスプレイなどについて学ぶ． 

［授業の内容］ 

全体の週において，学習･教育目標の（B）＜専門＞および JABEE

基準 1(1)(d)(2)a に対応する内容を講義する。 

前期 

第１週 光電子工学の概要  

（光学・半導体工学の基礎） 

第２週 光の波動性（光の反射・屈折・回折・干渉） 

第３週 光の粒子性（光電効果、コンプトン効果）、光及び電子

の二重性 

第４週 半導体のバンド構造（バンド理論） 

第５週 半導体のバンド構造（有効質量） 

第６週 半導体の電気伝導（伝導型、フェルミ準位） 

第７週 半導体の電気伝導（キャリア濃度、p-n 接合） 

第８週 前期中間試験  

（発光デバイス） 

第９週 中間試験の結果に基づく復習， 半導体と光の相互作用

（吸収と発光） 

第１０週 発光ダイオード（LED）の動作 

第１１週 レーザの基本的性質（反転分布、誘導放出、共振作用）

第１２週 気体レーザの動作 

第１３週 液体レーザ、固体レーザの動作 

第１４週 半導体レーザの動作 

第１５週 レーザを用いた応用 

 

後期 

（受光デバイス） 

第１週 光電管の動作 

第２週 太陽電池の動作 

第３週 フォトダイオードの動作 

第４週 フォトトランジスタ、光伝導素子の動作 

（光半導体デバイス作製プロセス） 

第５週 エピタキシャル結晶成長技術 

第６週 リソグラフィ技術 

第７週 ドーピング・電極形成技術 

第８週 後期中間試験 

（各種オプトエレクトロニクス技術） 

第９週 中間試験の結果に基づく復習，光ディスク 

第１０週 光ストレージ技術 

第１１週 光通信技術（光ファイバの原理） 

第１２週 光通信技術（光ファイバを用いた通信技術） 

第１３週 ディジタルカメラ・スキャナ 

第１４週 電子ディスプレイ（プラズマディスプレイ） 

第１５週 電子ディスプレイ（液晶ディスプレイ） 

 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

光電子工学（つづき） 平成 18 年度 青木裕介 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

（光学・半導体工学の基礎） 

１． 次の用語が簡単に説明できる．：光の反射、屈折、回折、干

渉、ホイヘンスの原理、光電効果、コンプトン効果、禁制帯、

許容帯、フェルミ準位 

２．光の粒子性、波動性について説明できる 

３．金属、半導体、絶縁体の違いについて説明できる． 

４．バンド理論について簡単に説明できる． 

５．キャリア濃度の計算ができる． 

６．p-n 接合ダイオードの動作について説明できる． 

（発光デバイス） 

１． 次の用語が簡単に説明できる．：光電変換、光の吸収、発光、

反転分布、誘導放出、自然放出、光の共振 

２． 発光ダイオード（LED）の動作について説明できる． 

３． 固体レーザ、気体レーザ、液体レーザ、半導体レーザの仕組

みと動作が説明できる． 

（受光デバイス） 

１． 次の用語が簡単に説明できる．：外部光電効果、内部光電効

果、光伝導効果、光起電力効果 

２． 光電子増倍管の動作が説明できる． 

３． 太陽電池の動作が説明できる． 

４． フォトダイオードの説明ができる． 

（光半導体デバイスプロセス） 

１．エピタキシャル成長が説明できる． 

２． リソグラフィ技術が説明できる． 

３． 半導体デバイス作製プロセスについて順を追って説明でき

る． 

（各種オプトエレクトロニクス技術） 

１． 光ディスクの読み込み、書き込みについて説明できる． 

２． ディジタルカメラ・スキャナの動作が説明できる． 

３． 光ファイバの原理、光通信技術について説明できる．  

４． プラズマディスプレイ・液晶ディスプレイの動作について説

明できる． 

 

［注意事項］ 対象が広範囲にわたるため，積極的な取り組みを期待する．疑問が生じたら直ちに質問すること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 物理学、量子力学、半導体工学、電磁気学の基本的事項は理解している必要がある． 

［レポート等］ 必要に応じて課題のレポート提出を課することがある. 

教科書：「見てわかる 半導体の基礎」 高橋 清 （森北出版株式会社） その他プリントを適時配布 

参考書：「図説雑学 半導体」 燦 ミアキ、大河 啓 （ナツメ社） 

「図説雑学 量子論」 佐藤勝彦 （ナツメ社） 

「やさしい光技術」 （財）光産業技術振興協会 （オプトロニクス社） 

「光デバイス」 Ohm Mook 光シリーズ No.1 （オーム社） 

「改訂電子工学」 西村信雄、落合謙三 (コロナ社) 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間、前期末、後期中間、学年末の４回の試験の平均点で評価する. 原則として、再試験は行わない. 

 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること. 

 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

集積回路工学 平成 18 年度 伊藤 明 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 半導体集積回路（ＩＣ）は様々な分野で利用されているが，その中身についてはあまり知られておらず，いわゆる”ブラックボック

ス”といえる．半導体結晶の成長方法、ＩＣの構造，製造法について学ぶ．また，より一層の高集積化を達成するための問題点などに

ついて理解する． 

［授業の内容］  全体の週において，学習･教育目標の（B）

＜専門＞および JABEE 基準 1(1)(d)(1)に対応する．

第１週 半導体工業の歴史とその特徴． 半導体産業が，社会に

及ぼす影響力．（学習･教育目標（A）＜技術者倫理＞お

よび JABEE 基準 1(1)(b)） 

第２週 半導体ＩＣの高集積化と信頼性(故障率)の向上，製造過

程の簡素化と歩留まりの向上などによる利点． 

第３週 高密度実装回路・混成集積回路． 

第４週 機能デバイス（SAW 等）． 

第５週 モノリシックＩＣの構造とその製法の概要 

第６週 IC 内に形成する抵抗，容量，ダイオード，トランジスタ

等の作成方法． 

第７週 IC 内の電気的絶縁方法． 

第８週 中間試験 

第９週 「半導体工業の現状と将来」に関するレポート課題に関

する学生の発表．低価格化、国際分業・共同、環境汚

染、特許などの内容に関して、発表用資料を OHP・パ

ソコン上のプレゼンテーションソフトなどを用いて発

表する．関連資料などを、教官も用意し補足する．（学

習･教育目標（C）＜発表＞および JABEE 基準 1(1)(f)
第１０週 ＩＣ製造プロセスの概要（酸化）． 

第１１週 ＩＣ製造プロセスの概要（フォトリソグラフィー）．

第１２週 ＩＣ製造プロセスの概要（拡散，結晶成長）． 

第１３週 ｐｎ接合，金属半導体接触の比較．整流性、作成方法．

第１４週 ＭＯＳ構造の概要．トランジスタのスイッチング動作

で重要な”しきい値”の決定要因．しきい値を変動さ

せる界面準位の発生や表面汚染などの要因と，それら

に対する対策． 

第１５週 半導体結晶成長技術（FZ,CZ）． 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 集積回路の形成による利点を説明できる． 

2. 次の言葉を説明できる．(歩留まり，混成集積回路，機能デバ

イス．) 

3. 現在の集積回路製造業の技術的な動向の概要の基礎につい

て理解し発表する能力． 

4. モノリシックＩＣの電気的素子分離の方法が説明できる． 

5. バイポーラトランジスタの形成の概要が説明できる． 

6. ＭＯＳ ＦＥＴの形成の概要が説明できる． 

7. ＭＯＳ ＦＥＴのしきい値の支配要因を挙げ，製造過程にお

いて注意を要する点が説明できる． 

8. 半導体結晶に要求される特性が説明でき，その製造方法を説

明できる． 

9. 半導体産業が社会へ及ぼす影響について理解できる． 

［注意事項］ 集積回路の作成技術の改良は，日進月歩の感があり，教科書に記述されているものが実際に使用されているとは限らな

い．しかし，その基本的な考え方は大きく変化していないと思われる．講義は教科書を中心に説明を行うが，適宜最近の話題や現在使

用されている製造プロセス等についての資料を印刷し配布する．基本的な製造プロセスを理解しながら，現在どんな問題点があり今後

どのような方向に進むかを読む力を，是非養ってほしい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ トランジスタなどの動作原理（電子工学，電子回路）．電気材料として半導体を扱う半導

体工学の基礎知識（電子工学）．空乏層幅、静電容量を求めるための Poisson の方程式（電気磁気学） 

［レポート等］ 半導体製品の低価格化、国際分業・共同、環境汚染、特許などの内容に関する「半導体工業の現状と将来」に関する

レポート． 

教科書： 「大学講義シリーズ 改訂 集積回路工学（１）」柳井久義，永田穣（コロナ社） 

参考書： 「超ＬＳＩ材料プロセスの基礎」岸野正剛（オーム社）、 「半導体工学」高橋清（森北出版株式会社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間、前期末の 2回の試験の平均点を 80％，課題(レポート)を 20％で評価する．再試験は行なわない． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で 60 点以上を取得すること 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

計算機工学 平成 18 年度 平野 武範 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ ノイマン型コンピュータとは異なるバックグラウンドをもつニューロコンピュータとデータフローコンピュータにつ

いて，その基礎的な概念と性質について理解すること。 

［授業の内容］ 

各週の内容は、電子情報工学科学習・教育目標(B)＜専門＞の項

目に相当する．これは JABEE 基準１(1)の(d)(1)及び(c)に相当

する。 

 

前期 

 

（ニューロコンピュータ） 

 

第１週 授業の概要、人間とコンピュータ（１） 
第２週 人間とコンピュータ（２） 
第３週 パターン認識の基本概念（１） 
第４週 パターン認識の基本概念（２） 
第５週 基本ニューロン 
第６週 単層パーセプトロンの学習 
第７週 単層パーセプトロンの動作と特徴 
第８週 中間試験 
第９週 多層パーセプトロン（１） 
第 10週 多層パーセプトロン（２） 
第 11週 バックプロパゲーション学習（１） 
第 12週 バックプロパゲーション学習（２） 
第 13週 多層パーセプトロンの性質（１） 
第 14週 多層パーセプトロンの性質（２） 
第 15週 多層パーセプトロンの利用 

 

 

 

 

 

後期 

 

第１週 ホップフィールドネットワークの概要 
第２週 エネルギー曲面 
第３週 パターン記憶 
第４週 想起 
第５週 想起例 
第６週 その他のネットワーク（１） 
第７週 その他のネットワーク（２） 
第８週 中間試験 

 
（データフローコンピュータ） 
第９週 処理手順と処理の流れ 
第 10週 コンピュータアーキテクチャの種類 
第 11週 プログラムの並列度 
第 12週 基本ノード形式 
第 13週 素の発火規則 
第 14週 簡単なデータフロープログラム 
第 15週 プログラム演習 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（ニューロコンピュータ） 
１．パターン認識の基本概念について理解している。 
２．基本ニューロンモデルについて理解している。 
３．多層パーセプトロンについて理解している。 

４．バックプロパゲーション学習法について説明できる。 

５、ホップフィールドネットワークについて理解している。 

 

 

（データフローコンピュータ） 
１．処理手順と処理の流れについて理解している 
２．データフローコンピュータの概念について理解している 

３．基本ノード形式を理解している 
４．簡単なデータフロープログラムが記述できる。 

 

［注意事項］ ニューロコンピュータやデータフローコンピュータは並列処理を目的としたコンピュータである。通常使用されるノイ

マン型コンピュータとまったく異なる概念，性質を持っている。このため，今までの概念にとらわれすぎないように注意すること。ま

た，この授業を通して種々のコンピュータの存在と違いを認識できるよう，各自参考書などを通じて勉強されたい。 



教科書： 「ニューラルコンピューティング入門」八名 和夫訳 
参考書： 「学習とニューラルネットワーク」熊沢逸夫著（森北出版）、 

「ニューロ・ファジー・遺伝的アルゴリズム」萩原将文著（産業図書） 

「非ノイマン型コンピュータ 」田中英彦著（電子通信学会） 

「ニューラルネットワークアーキテクチャ入門」J.デイホフ著（森北出版） など。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間，前期末，後期中間，学年末の 4回の試験の平均点で評価する。原則として再試験は行わない。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ システムプログラム，ソフトウェア工学，計算機ハードウェアなどコンピュータ全般の知

識が必要となる。  

［レポート等］ 適宜、演習問題を課し、それに対するレポート提出を求める。 

 

 

 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報理論 平成 18 年度 吉川 英機 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 情報理論とは、情報を誤りなく、効率の良い伝送や記憶を実現するためにはどのようにすればよいかを系統的に取り扱う理論である。

インターネットや携帯電話の普及によって、あらゆる分野に革命を起こしつつある現在、情報理論の応用分野は非常に幅広いので、最

新の情報通信技術を理解するための基礎知識について習得していただきたい。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜基礎＞＜専門＞、および

JABEE 基準 1(1)(c)(d)(2)a)に対応する 

前期 

（序論、統計学の基礎） 

第１週 序論、標本化定理 

第２週 集合論、確率論の基礎 

第３週 マルコフ過程 

第４週 情報源のモデル、情報量 

第５週 エントロピー、冗長度 

第６週 情報源符号化 

第７週 情報源符号化（つづき） 

第８週 前期中間試験  

（情報源符号化定理とデータ圧縮法） 

第９週 情報源符号化定理 

第１０週 情報源符号化に関する演習 

第１１週 ハフマン符号 

第１２週 ランレングス符号 

第１３週 ランレングス符号（つづき） 

第１４週 算術符号 

第１５週 ユニバーサルデータ圧縮法 

 

 

後期 

（通信路の符号化） 

第１週 条件つきエントロピー、結合エントロピー 

第２週 相互情報量 

第３週 マルコフ情報源とそのエントロピー 

第４週 通信路のモデル 

第５週 通信路容量 

第６週 通信路符号化の概要 

第７週 通信路符号化定理 

第８週 後期中間試験 

（符号理論） 

第９週 誤り検出、訂正法の概要 

第１０週 通信路符号化に関する演習 

第１１週 パリティ検査符号 

第１２週 ハミング符号、 

第１３週 巡回符号、符号の多項式表現 

第１４週 多項式とベクトル 

第１５週 生成多項式の根とシンドロームの計算 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報理論 平成 18 年度 吉川 英機 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（序論、統計学の基礎） 

１．情報理論の目的、標本化定理を理解している． 

２．条件つき確率、統計学の基礎を理解し、与えられた確率分布

から期待値、分散の計算ができる 

３．情報量、エントロピーの概念を説明でき．与えられた確率分

布からエントロピーを計算できる 

 

（情報源符号化定理とデータ圧縮法） 

４．情報源符号が満たすべき条件を理解し、情報源符号化定理の

意味を説明できる 

５．ハフマン符号、ランレングス符号の符号化アルゴリズムを理

解し、符号化と復号の操作および平均符号長の計算ができる

６．算術符号、ユニバーサル符号の概要を理解している 

 

（通信路の符号化） 

７．条件つきエントロピー、結合エントロピー相互情報量の概念

を理解し、与えられた確率分布からこれらを計算できる 

８．通信路のモデルを理解し、２元通信路の通信路容量を計算で

きる 

９．通信路符号化定理の意味を説明できる 

 

（符号理論） 

１０．基本的な線形符号である偶数パリティ検査符号やハミング

符号の符号化、および復号法を理解し、これらの検査行列を用

いて誤りの検出や訂正が行えることを説明できる 

１１．巡回符号の符号化および誤り検出法を理解している． 

１２．巡回ハミング符号による単一誤り訂正法の原理を理解して

いる 

［注意事項］ 確率論の理解は不可欠である。基礎的事項ばかりなので授業中に理解するように心がける。実用技術を理解するために

役に立つ事項も多いので、ぜひ興味をもって臨んでいただきたい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 対数、行列演算などの数学の基礎知識があればよい 

［レポート等］ 適宜，演習課題を与え、それに対するレポートを求める。また、不定期に小テストを行うことがある。 

教科書：電気・電子系教科書シリーズ「情報理論」 三木成彦・吉川英機著（コロナ社）  

参考書： 「情報・符号・暗号の理論」 今井秀樹著（コロナ社） 

「例にもとづく情報理論入門」 大石進一著（講談社）    

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間、前期末、後期中間、および学年末の４回の試験の平均点を８０％，適宜与える課題（レポート）提出と小テストを２０％

で評価する。再試験は原則として行わない。 

 

［単位修得要件］ 

  学業成績で６０点以上を取得すること 

 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報伝送工学 平成 18 年度 奥井 重彦 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 通信理論の数学的基礎となるフーリエ解析からはじめ，基本的なアナログ，ディジタル通信方式について理解する。さらに，ディジ

タルテレビ放送，移動通信，光通信，衛星通信システムなど，最近の通信技術の応用について視野を広める。 

［授業の内容］ 

全ての週の内容は、学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞（JABEE 認定基

準では 1(1)の(d)(2)a））に対応する。 

 

前期 

（通信基礎数学） 

 

第１週 フーリエ級数 

第２週 標本化関数とデルタ関数 

第３週 線形系の伝達関数    

第４週 フーリエ変換 

第５週 相関関数 

第６週 相関関数とスペクトル密度 

第７週 演習問題 

 

第８週 中間試験  

 

（アナログ通信システム）  

 

第９週 ＤＳＢ変調 

第１０週 通常の振幅変調 

第１１週 ＡＭの信号対雑音電力比 

第１２週 周波数変調と位相変調、狭帯域ＦＭ 

第１３週 広帯域ＦＭ 

第１４週 ＦＭ復調の信号対雑音電力比 

第１５週 演習問題 

 

 

 

 

後期 

（ディジタル通信システム） 

 

第１週 標本化定理 

第２週 パルス振幅変調 

第３週 パルス符号変調 

第４週 量子化雑音 

第５週 ＯＯＫ、ＦＳＫ 

第６週 ＰＳＫ、ＤＰＳＫ 

第７週 演習問題 

 

第８週 中間試験 

 

第９週 符号誤り率特性の比較 

第１０週 Ｍ進信号 

第１１週 直交振幅変調 

第１２週 最近の情報伝送技術（移動体通信，スペクトル 

拡散通信） 

第１３週 最近の情報伝送技術（光通信） 

第１４週 電波法の概要 

第１５週 演習問題 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

情報伝送工学（つづき） 平成 18 年度 奥井 重彦 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

（通信基礎数学） 

１．基本的な周期波形のフーリエ級数展開ができる。  

２．線形系の伝達関数について理解し、基本的な回路の伝達関数

を求めることができる． 

３．基本的な非周期波形についてフーリエ変換を求めることがで

きる。 

４．相関関数について理解し、スペクトル密度との関係を理解し

ている。 

 

（アナログ通信システム） 

１． ＤＳＢ，通常のＡＭ変調について変復調の原理を説明するこ

とができる。 

２． ＦＭ変調について変復調の原理，変調指数，カーソンの法則

を理解し，問題を解くことができる。 

３． ＦＭの復調におけるＳＮ比とその改善技術について理解し

ている。 

 

 

 

（ディジタル通信システム） 

１． 標本化定理の原理を理解している。 

２． アナログ信号の量子化，符号化，ＰＣＭと多重伝送について

理解している。 

３． 基本的なディジタル変調方式であるＯＯＫ，ＦＳＫ，ＰＳＫ

の変復調技術と符号誤り率について理解している。 

 

［注意事項］フーリエ級数とフーリエ変換は，信号の時間・周波数特性の関係を知るための基礎事項である。例題と演習問題によって

十分理解すること。各種アナログ方式と信号対雑音比の関係，標本化定理，量子化の考え方，ディジタル変調方式におけるビット・記

号誤り率の特性は特に重要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

三角関数，微積分，確率統計，複素関数，フーリエ級数の基礎知識を有していること。 

［レポート等］ 適宜，演習問題を与えるので，解答を期限内に提出すること。 

 

教科書：「通信方式」 滑川・奥井著 森北出版 (2003) 

参考書：「現代の通信回線理論」 関 英男 訳（Ｓ.スタイン，Ｊ.Ｊ.ジョーンズ著），森北出版 (1976) 

「平成 18 年版 情報通信白書」総務省編・発行（2006） 

「通信の最新常識」 井上伸雄  日本実業出版社（2003） 

 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間、前期末、後期中間、学年末の４回の試験の平均点で評価する。再試験は実施しない．  

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

画像処理工学 平成 18 年度 木村 文隆 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 コンピュータを用いた画像処理が我々にどのような恩恵を与えているかを知ること，コンピュータで処理できる画像データはどのよ

うに得られ，それをどのような手法で処理すれば有効な利用ができるのかを知る。 

［授業の内容］ 

全体の週において，学習･教育目標の（B）＜専門＞（JABEE 認

定基準では 1(1)の(d)(2)a））の項目に該当する内容を講義す

る． 

前期 

（画像処理の基礎） 

第 1 週 コンピュータによる画像処理 

第 2 週 画像データの取り扱い 

第 3 週 周波数領域での処理 

第 4 週 その他の直交変換 

第 5 週 画像情報の表示 

（画質の改善と画像再構成） 

第 6 週 画像の強調処理 

第 7 週 平滑化と雑音除去 

第 8 週 中間試験 

第 9 週 画像の復元 

第 10 週 画像の補正 

第 11 週 画像の再構成 

（２値画像処理） 

第 12 週 画像の２値化処理 

第 13 週 ２値画像の連結性と距離 

第 14 週 ２値画像の解析と変換 

第 15 週 形状の特徴と表現 

 

後期 

（画像特徴の抽出） 

第 1 週 画像の特徴抽出 

第 2 週 線の検出 

第 3 週 領域分割 

第 4 週 テクスチャ解析 

（立体情報と動きの抽出） 

第 5 週 距離情報の抽出 

第 6 週 ３次元形状の復元 

第 7 週 距離画像からの特徴抽出 

第 8 週 中間試験 

第 9 週 時系列画像からの動きの抽出 

（画像認識の手法） 

第 10 週 ２次元画像照合による位置検出 

第 11 週 ２次元画像照合による認識 

第 12 週 ３次元物体の認識 

第 13 週 統計的パターン認識 

第 14 週 最尤法による分類 

第 15 週 部分空間法 

 

 

 

 

 

（次ページにつづく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

画像処理工学（つづき） 平成 18 年度 木村 文隆 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（画像処理の基礎） 

1． 次の用語が簡単に説明出来る：標本化，量子化，ディジタル

画像，標本化定理 

2． 画像の濃度値ヒストグラムとその性質・応用について説明で

きる． 

3． 離散フーリエ変換の計算ができる． 

4． 2 次元離散フーリエ変換と FFT の原理が説明できる． 

5． 代表的な直交変換を 3つ挙げ簡単に説明できる． 

6． 画像の擬似表現の原理が説明できる． 

7． ディザ法，誤差配分法の計算ができる． 

（画質の改善と画像再構成） 

1． 画像の強調・鮮鋭化の原理を説明し実例の計算ができる． 

2． 平滑化の原理を説明し実例の計算ができる． 

3． 逆フィルタ，ウィーナフィルタの原理が説明できる． 

4． 幾何学歪みの補正の原理が説明できる． 

5． 断層像再構成の原理が説明できる． 

（２値画像処理） 

1． 濃度ヒストグラムによる 3つの 2値化手法の説明ができる．

2． 次の用語が簡単に説明できる：4-近傍，8-近傍，4-連結，8-

連結，連結成分，オイラー数，連結数，消去可能 

3． 距離の公理と３つの距離について説明できる． 

4． ラベリング，境界追跡など２値画像処理の基本アルゴリズム

を説明・記述できる． 

（画像特徴の抽出） 

1． 微分フィルタを用いて実例の計算ができる． 

2． ハフ変換の性質を説明し計算ができる． 

（立体情報と動きの抽出） 

1．動画像処理の手法を 3つ挙げ，原理が説明できる． 

（画像認識の手法） 

1． 画像のパターン認識法の原理とベイズの決定測について説明

できる． 

2． 部分空間法の原理を説明し，簡単な実例を分類できる． 

［注意事項］ 前期では主に画像処理の基礎について学び，後期では主にそれらを応用した画像の解析と認識について学んで後期末で

終了する。画像処理には様々な技術・手法が盛り込まれており，電子情報関連の技術者にとって非常に興味の涌く学問である。コンピ

ュータを利用するとこんなことまでできるのだという実感を味わい，そのセンスを身につけて欲しい。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 基礎情報工学の知識と基礎的な数学が必要。画像入力装置等に関して，ハードウェア的な

紹介も行うので，電子回路，ディジタル回路の基礎知識を有することが望ましい。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

教科書： 「コンピュータ画像処理入門」 田村秀行監修 （日本工業技術センター編） 

参考書： 「画像情報処理」  安居院，中嶋 共著  （森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間、前期末、後期中間、学年末の４回の試験の平均点で評価する。 

再試験は実施しないので、必ずこれら 4回の試験で単位修得要件を満たすこと。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

人工知能  平成 18 年度 齊藤正美 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

  人工知能(ＡＩ)の中心的役割を果たしている知識工学に関し、知識表現法と推論法に関する基本的な理論と応用技術を習得し、現

段階における人工知能の有用性と限界性を理解する。 

            前 期 

(人工知能の概要) 

第 1 週 人間の推論能力とその種類 

第 2週 問題解決とは何か、探索空間とオペレータ 

 

（探索法とその実行のためのアルゴリズム） 

第 3週 縦型探索と横型探索，発見的探索法 

第 4週 最適解探索法と分岐限定法 

第 5週 山登り法と最良優先法 

第 6週 Ａ、Ａ＊アルゴリズム 

第 7週 ゲームの木の探索，ミニマックス法 

第 8週 前期中間試験 

（命題論理と導出原理） 

第 9週  命題論理と真理値表 

第 10 週 選言、連言、否定、含意、同値の概念と記号 

第 11 週 論理式の変形と標準形 

第 12 週 恒真式と恒偽式，真理値分析法 

第 13 週 導出原理 

第 14 週 演習－命題論理式の変形 

第 15 週 演習－導出原理による問題解決 

 

 

            後 期 

（述語論理） 

第 1週 述語論理による知識表現、限定記号の導入 

第 2週 述語論理式の変形と標準形 

第 3週 導出における単一化 

第 4週 述語論理における導出法 

第 5週 述語論理の限界と問題点 

第 6週 演習－述語論理式の変形 

第 7週 演習－述語論理による問題解決 

第 8週 後期中間試験 

（知識表現と知識処理の方法） 

第 9週  プロダクションシステム 

第 10 週 人間の記憶機能とそのモデル化 

第 11 週 セマンティックネットワーク 

第 12 週 フレーム 

第 13 週 黒板システム 

第 14 週 エキスパートシステム 

第 15 週 その他の人工知能応用技術 

 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

人工知能 (つづき)  平成 18 年度 齊藤正美 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する［知識・能力］］ 

 

１．人間の知性・知能とは何かについて概略理解できる。 

２．人工知能における「問題解決」とは何かが概略理解できる。

３．盲目的探索の種類、特徴、アルゴリズムが理解できる。 

４．各種発見的探索法の特長とアルゴリズムが理解できる。 

５．ゲームの木の探索（ミニマックス法）およびそのアルゴリ ズ

ムが理解できる 

６．命題論理における知識表現法、論理式の変形、恒真式と恒偽

式等が理解できる。 

７．命題論理における導出原理が理解できる。 

８．述語論理における知識表現法が理解できる。 

 

 

 

９．述語論理における論理式の変形，単一化，導出原理が理解で

きる。 

10．プロダクションシステムの概念が理解できる。 

11. セマンティックネットワークの概念が理解できる。 

12 フレームの概念が理解できる。 

13．黒板システムが理解できる。  

14．エキスパートシステムが理解できる。  

15.  現段階における知識工学の有用性と限界性について理解で

きる。 

［注意事項］ 

 この授業では主に人工知能の知識，理論，応用技術を習得することを目的とするが，同時に，この研究分野にはどのような可能性と

限界があるのか、またこの分野で今後何が求められているのかなどを学ぶ。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 事前に必要となる知識はとくにないが、自ら興味をもてるように、授業と並行して参考書等を読み進めると効果が上がる。 

［レポート等］ 

 適宜、レポート、ノート提出を求める。     

教科書：「人工知能」菅原研次（森北出版） 

参考書：「人工知能」志村正道（森北出版）、「人工知能の基礎理論」赤間世紀（電気書院）、「人工知能」電子情報通信学会編 今

田俊明著（オーム社）、「人工知能入門」 ニール・グラハム著、小長谷川和高・福田光恵訳（啓学出版）など。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間，前期末，後期中間，学年末の 4回の試験の平均点で評価する。ただし，学年末試験を除く 3回の試験それぞれについ

て 60 点を達成していない学生および希望者にはそれを補うための再試験を行う。再試験の成績が該当する試験の成績を上回った

場合は 60 点を上限として再評価し，それぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子制御工学 平成 18 年度 船戸 康幸 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 制御の全体把握を基本に、ディジタル制御を主体に講義をすすめる。そのために，制御システムを離散時間系で表し種々の入力に対する出

力応答を求める。ここでは制御対象を1次システム，2次システムに分けて取り扱う。また制御の安定性にも言及し，制御系の設計の概略につ

いて述べる。 

［授業の内容］ 

全体の週において，学習･教育目標の（B）＜専門＞（JABEE 基準

1(1)では(d)(2)a)に相当）の項目に該当する内容を講義する。 

前期 

（１次システム） 

第１週 ディジタル制御の概要 

第２週 タンクシステムの方程式，ブロック線図の描き方 

第３週 オイラー近似による離散化 

第４週 z 変換，パルス伝達関数 

第５週 １次システムの自由応答 

第６週 １次システムのステップ応答，厳密な離散化 

第７週 離散化システムの解，逆ｚ変換 

第８週 前期中間試験  

（２次システム） 

第９週 ２次システムの例 

第１０週 状態方程式 

第１１週 ２次システムの自由応答 

第１２週 ２次システムのステップ応答 

第１３週 オイラー近似による状態方程式の離散化 

第１４週 モード，離散化状態方程式の自由応答 

第１５週 演習 

 

後期 

第１週 ベクトル・行列，ベクトルで表した状態方程式 

第２週 伝達関数と状態方程式との関係 

第３週 状態方程式の解，厳密な離散化 

第４週 演習 

（安定問題） 

第５週 倒立振子とフィードバック制御 

第６週 システムの特性方程式，安定判別法 

第７週 離散時間系の安定判別法 

第８週 後期中間試験 

（制御系設計） 

第９週 直流サーボモータの速度・位置制御系 

第１０週 目標値・外乱に関する定常偏差 

第１１週 過渡特性 

第１２週 極と零点がステップ応答に与える影響 

第１３週 離散時間系における望ましい極の範囲 

第１４週 直流サーボモータを用いた位置制御系の設計 

第１５週 演習 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子制御工学（つづき） 平成 18 年度 船戸 康幸 ５ 通年 ２ 選 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（１次システム） 

１．次の用語が簡単に説明できる：システム，フィードバック制

御，フィードフォワード制御，追値制御系，定値制御系，A/D

変換，D/A 変換，サンプリング周期，量子化，固有値，モー

ド，漸近安定，安定限界，不安定，時定数 

２．タンクシステム，CR 回路，LR 回路のシステム方程式が導出で

きる． 

３．システム方程式を出発点として，伝達関数の算出，ブロック

線図による表現，その等価変換ができる． 

４．オイラー近似を使って，連続時間系のシステム方程式を離散

時間系に変換できる． 

５．定義にしたがって，各種波形をｚ変換できる． 

６．時間遅れ要素ｚ-1の意味を理解している．  

７．離散時間系のシステム方程式を出発点として，パルス伝達関

数の算出，ブロック線図による表現，その等価変換ができる．

８．システムの自由応答，ステップ応答が算出できる． 

９．ｚ変換を使って，差分方程式が解ける． 

（２次システム） 

１０．次の用語が簡単に説明できる：固有周波数，減衰係数，状

態推移行列 

１１．LCR 回路，直流モータのシステム方程式が導出できる． 

１２．２次システムを状態方程式で表現できる． 

１３．２次システムの状態方程式をオイラー近似を使って離散時

間系に変換できる． 

１４．状態方程式から伝達関数の誘導および伝達関数から状態方

程式の誘導ができる． 

１５．２次システムの特性方程式，固有値，モード，自由応答，

ステップ応答が算出できる． 

１６．固有値をｚ平面に配置し，安定判別ができる． 

１７．状態方程式を行列やベクトルを使って表現できる． 

１８．状態推移行列が算出できる． 

（安定問題） 

１９．倒立振子の運動方程式，伝達関数，固有値が導出できる． 

２０．倒立振子の安定制御について説明できる． 

２１．離散時間系の状態方程式から特性方程式を算出し，それを

ｓの関数に写像して，フルビッツの安定判別法により安定判

別できる． 

（制御系設計） 

２２．次の用語が簡単に説明できる：行過ぎ量，立上り時間，行

過ぎ時間，整定時間，最適減衰係数，代表極，根軌跡 

２３．直流サーボモータの速度制御系・位置制御系を離散時間系

で表し，目標値および外乱に対する定常偏差が計算できる．

２４．過渡特性の評価方法が説明できる． 

２５．システムに零点，極を加えた時の過渡特性への影響が説明

できる． 

２６．ｓ平面とｚ平面における極の対応が説明できる． 

２７．ｚ平面における代表極の望ましい範囲が導出できる． 

２８．速度フィードバックをもつ比例制御系について設計検討で

きる． 

［注意事項］ 電子制御の具体例として，直流サーボモータを用いた位置制御系の実例を説明する．そのために，アナログ制御の基礎，ブロ

ック線図，伝達関数，根軌跡による過渡特性の検討，速度フィードバックを持つ比例制御，など基礎制御の知識を必要とする。前期では離散

時間系についてのシステムの扱いかたを中心に述べ，計算機との結びつき，データのやりとり，等にも触れる．後期では制御系の安定問題を

考え。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 離散時間システムを理解するために，ラプラス変換，ｚ変換，の演算が必要である。また微分

方程式，差分方程式，の解法、ベクトルと行列演算，など数学の基礎の理解を必要とする。 

［レポート・演習等］ 前期後期を通して多くの演習を課する。またブロック線図，数値計算，など具体例についての解法について学ぶ。更

に，工学実験などにおいて学ぶ制御の実際にも常に注意をはらい，制御の実践の体得が必要である。 

教科書：「ディジタル制御入門」 高木章二著（オーム社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

前期中間、前期末、後期中間、学年末の４回の試験の平均点で評価する。再試験は実施しない。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 
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